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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　透明絶縁基板上に形成されて画素領域を規定し、第１領域と前記第１領域により取り囲
まれた中央部である第２領域を有するブラックマトリックスと、
　前記画素領域に形成されて、前記ブラックマトリックスの前記第１領域にオーバーラッ
プされて形成されたカラーフィルターと、
　前記ブラックマトリックスの前記第２領域内の上部に配置されるボールスペーサと
　を含み、
　前記第１領域にある前記ブラックマトリックスの厚さは、前記第２領域にある前記ブラ
ックマトリックスの厚さよりさらに大きく形成されることを特徴とする液晶表示装置用カ
ラーフィルター基板。
【請求項２】
　前記カラーフィルターとオーバーラップされて形成された領域の前記ブラックマトリッ
クスの厚さは、前記ボールスペーサが配置される領域の前記ブラックマトリックスの厚さ
の１．５～４倍であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置用カラーフィルタ
ー基板。
【請求項３】
　前記カラーフィルターとオーバーラップされて形成された領域の前記ブラックマトリッ
クスと前記ボールスペーサが配置される領域の前記ブラックマトリックスとの間には、第
１角度を持つ前記ブラックマトリックスの境界領域が形成されたことを特徴とする請求項
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１に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項４】
　前記ブラックマトリックスの境界領域の前記第１角度は、２０゜～１６０゜であること
を特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項５】
　前記カラーフィルターとオーバーラップされて形成された領域の前記ブラックマトリッ
クスの幅は、前記ボールスペーサが配置される領域の前記ブラックマトリックスの幅の２
／３０～６／３０倍であることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置用カラーフィ
ルター基板。
【請求項６】
　前記ボールスペーサは、プラスチックボールスペーサであることを特徴とする請求項１
に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項７】
　前記ブラックマトリックスにオーバーラップされて形成された領域の前記カラーフィル
ターには、第２角度を持つカラーフィルターの境界領域が形成されたことを特徴とする請
求項１に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項８】
　前記カラーフィルターの境界領域の前記第２角度は、２０゜～１６０゜であることを特
徴とする請求項７に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項９】
　前記ブラックマトリックス及び前記カラーフィルター上に形成された保護層をさらに含
むことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項１０】
　前記保護層は、ポリイミドで形成されることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装
置用カラーフィルター基板。
【請求項１１】
　透明絶縁基板上に画素領域を規定し、第１領域と前記第１領域により取り囲まれた中央
部である第２領域を有するブラックマトリックスを形成する段階と、
　前記ブラックマトリックスの前記第１領域にオーバーラップするように、前記画素領域
にカラーフィルターを形成する段階と、
　前記ブラックマトリックスの前記第２領域内の上部にボールスペーサを配置する段階と
　を含み、
　前記第１領域にある前記ブラックマトリックスの厚さは、前記第２領域にある前記ブラ
ックマトリックスの厚さよりさらに大きく形成されることを特徴とする液晶表示装置用カ
ラーフィルター基板の製造方法。
【請求項１２】
　前記カラーフィルターとオーバーラップされて形成された領域の前記ブラックマトリッ
クスの厚さは、前記ボールスペーサが配置される領域の前記ブラックマトリックスの厚さ
の１．５～４倍であることを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置用カラーフィル
ター基板の製造方法。
【請求項１３】
　前記カラーフィルターとオーバーラップされて形成された領域の前記ブラックマトリッ
クスと前記ボールスペーサが配置される領域の前記ブラックマトリックスとの間には、第
１角度を持つ前記ブラックマトリックスの境界領域が形成されたことを特徴とする請求項
１１に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造方法。
【請求項１４】
　前記ブラックマトリックスの境界領域の前記第１角度は、２０゜～１６０゜であること
を特徴とする請求項１３に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造方法。
【請求項１５】
　前記カラーフィルターとオーバーラップされて形成された領域の前記ブラックマトリッ
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クスの幅は、前記ボールスペーサが配置される領域の前記ブラックマトリックスの幅の２
／３０～６／３０倍であることを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置用カラーフ
ィルター基板の製造方法。
【請求項１６】
　前記ボールスペーサは、プラスチックボールスペーサであることを特徴とする請求項１
１に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造方法。
【請求項１７】
　前記ブラックマトリックスにオーバーラップされて形成された領域の前記カラーフィル
ターには、第２角度を持つカラーフィルターの境界領域が形成されたことを特徴とする請
求項１１に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造方法。
【請求項１８】
　前記カラーフィルターの境界領域の前記第２角度は、２０゜～１６０゜であることを特
徴とする請求項１７に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造方法。
【請求項１９】
　前記ブラックマトリックス及び前記カラーフィルター上に保護層を形成する段階をさら
に含むことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造
方法。
【請求項２０】
　前記保護層は、ポリイミドで形成されることを特徴とする請求項１９記載の液晶表示装
置用カラーフィルター基板の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＬＣＤ）
用カラーフィルター基板及びその製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　今日のような情報化社会において、電子表示装置の役目は、非常に重要になってきてお
り、各種の電子表示装置が多様な産業分野に広く使われている。このような電子表示装置
分野は、発展を繰り返し、多様化する情報化社会の要求に適応した新しい機能を持つ電子
表示装置が絶え間なく開発されている。
【０００３】
　一般的に、電子表示装置とは、多様な情報を視覚を通じて人間に伝達する装置を言う。
すなわち、電子表示装置とは、各種の電子器機から出力される電子的情報信号を、人間の
視覚で認識することができる光情報信号に変化する電子装置を言い、人間と電子器機を連
結する架け橋としての役目を担う装置と言える。
【０００４】
　このような電子表示装置において、光情報信号が発光現象によって表示される場合、こ
れは発光型表示装置に分類され、反射、散乱、干渉現象などの光変調によって光情報信号
が表示される場合、これは受光型表示装置と称えられる。
【０００５】
　能動型表示装置と呼ばれる発光型表示装置としては、陰極線管表示装置（Ｃａｔｈｏｄ
ｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ：ＣＲＴ）、プラズマ表示装置（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａｙ　
Ｐａｎｅｌ：ＰＤＰ）、有機ＥＬ表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｌｕｍｉ
ｎｅｓｃｅｎｔ　Ｄｉｓｐｌａｙ：ＯＥＬＤ）、発光ダイオード（Ｌｉｈｇｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ：ＬＥＤ）などをあげることができる。
【０００６】
　そして、受動型表示装置と呼ばれる受光型表示装置としては、液晶表示装置（ＬＣＤ）
、電子泳動表示装置（ＥｌｅｃｔｒｏＰｈｏｒｅｔｉｃ　Ｉｍａｇｅ　Ｄｉｓｐｌａｙ：
ＥＰＩＤ）などをあげることができる。
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【０００７】
　これらは、テレビやコンピュータのモニタなどに使われているし、一番長い歴史を持つ
表示装置である陰極線管表示装置は、経済性などの面で一番高いマーケットシェアを占め
ているが、重い重量、大きい体積及び高い消費電力などのような多くの短所を有している
。
【０００８】
　近年の半導体技術の急速な進歩によって、各種電子装置の低電圧化及び低電力化ととも
に、電子器機の小型化、薄型化及び軽量化の傾向により、新しい環境に適した電子表示装
置として平板パネル型表示装置に対する要求が急激に高まっている。これによって、液晶
表示装置（ＬＣＤ）、プラズマ表示装置（ＰＤＰ）、有機ＥＬ表示装置（ＯＥＬＤ）など
のような平板パネル型表示装置が開発されており、このような平板パネル型表示装置の中
で小型化、軽量化及び薄型化が容易であり、低い消費電力及び低い駆動電圧を持つ液晶表
示装置が特に注目されている。
【０００９】
　液晶表示装置は、カラーフィルター、ブラックマトリックスなどが形成されているカラ
ーフィルター基板と、薄膜トランジスター（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ
：ＴＦＴ）素子、画素電極などが形成されているアレイ基板との間に異方性誘電率を持つ
液晶物質を注入し、画素電極と共通電極に互いに異なる電位を印加することで液晶物質に
形成される電界の強さを調整して、液晶物質の分子配列を変更することで、カラーフィル
ター基板とアレイ基板との間に透過される光の量を調節し、所望の画像を表示する表示装
置である。
【００１０】
　このような液晶表示装置のカラーフィルター基板とアレイ基板との間には、セルギャッ
プを一定に維持するためにスペーサが形成される。
【００１１】
　スペーサは、基板の上に位置する球形のボールスペーサと、所定の形状にパターニング
されて基板の上に形成されるコラムスペーサに大別できる。
【００１２】
　ボールスペーサは、温度変化による膨脹係数が液晶と似ていて、任意の温度条件でも使
いやすい長所はあるが、液晶表示装置に振動または衝撃が加えられると、移動するように
なって液晶配向がよれるようになる。これによって、光漏れ不良を誘発するようになって
、液晶表示装置のコントラスト比を低下させる原因となり得る。
【００１３】
　このような問題点を解決するための代案が、基板の上にパターン化されたコラムスペー
サを形成する方法である。コラムスペーサは、いろいろな形状で作ることができ、所望の
位置に形成することができるので、ボールスペーサのような散布問題やスペーサ移動によ
る光漏れ不良を抑制することができるようになる。
【００１４】
　しかし、コラムスペーサが形成された液晶表示装置は、高温環境で液晶が下部重力方向
に傾く重力不良が発生する問題点、あるいは、液晶表示装置に圧力が加えられて誘発され
るタッチ不良の問題点があった。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　したがって、本発明が解決しようとする技術的課題は、重力不良とタッチ不良を抑制す
ることができる液晶表示装置用カラーフィルター基板及びその製造方法を提供することに
ある。
【００１６】
　本発明が解決しようとする他の技術的課題は、スペーサ移動による光漏れ不良を抑制し
て、液晶表示装置のコントラスト比を向上させることができる液晶表示装置用カラーフィ
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ルター基板及びその製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　前記技術的課題を果たすための本発明による液晶表示装置用カラーフィルター基板は、
透明絶縁基板上に形成されて画素領域を規定し、第１領域と前記第１領域により取り囲ま
れた中央部である第２領域を有するブラックマトリックスと、前記画素領域に形成されて
、前記ブラックマトリックスの前記第１領域にオーバーラップされて形成されたカラーフ
ィルターと、前記ブラックマトリックスの前記第２領域内の上部に配置されるボールスペ
ーサとを含み、前記第１領域にある前記ブラックマトリックスの厚さは、前記第２領域に
ある前記ブラックマトリックスの厚さよりさらに大きく形成される。
【００１８】
　前記他の技術的課題を果たすための本発明による液晶表示装置用カラーフィルター基板
の製造方法は、透明絶縁基板上に画素領域を規定し、第１領域と前記第１領域により取り
囲まれた中央部である第２領域を有するブラックマトリックスを形成する段階と、前記ブ
ラックマトリックスの前記第１領域にオーバーラップするように、前記画素領域にカラー
フィルターを形成する段階と、前記ブラックマトリックスの前記第２領域内の上部にボー
ルスペーサを配置する段階とを含み、前記第１領域にある前記ブラックマトリックスの厚
さは、前記第２領域にある前記ブラックマトリックスの厚さよりさらに大きく形成される
。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によると、ボールスペーサとしてプラスチックボールスペーサを使って、ボール
スペーサの配置の正確性を向上させながらもボールスペーサの移動を抑制することで、重
力不良とタッチ不良を抑制することができ、スペーサ移動による光漏れ不良を効果的に抑
制して液晶表示装置のコントラスト比を向上させることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　その他、実施の形態の具体的な事項は、詳細な説明及び図面に含まれている。本発明の
利点及び特徴、そしてそれらを果たす方法は、添付される図面と共に詳細に後述されてい
る実施の形態を参照すれば明確になるであろう。明細書全体にわたって同一の参照符号は
、同一の構成要素を指す。
【００２１】
　図１を参照して、本発明の実施の形態による液晶表示装置用カラーフィルター基板につ
いて説明する。図１は、本発明の実施の形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基
板の断面図である。
【００２２】
　図１に示すように、本発明の実施の形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基板
は、ブラックマトリックス（２１０、２２０）、カラーフィルター（３１０、３２０、３
３０）、保護層（５００）及びボールスペーサ（４０１～４０４）を含むことができる。
【００２３】
　ブラックマトリックス（２１０、２２０）は、ガラスのような透明絶縁基板（１００）
上に形成されて画素領域を規定する。このようなブラックマトリックス（２１０、２２０
）は、クロム（Ｃｒ）やクロム酸化膜（Ｃｒ２Ｏ３）または光を吸収する黒色樹脂からな
ることができる。
【００２４】
　カラーフィルター（３１０、３２０、３３０）は、赤色（Ｒ）画素から成って赤色を具
現する赤色カラーフィルター（３１０）、緑色（Ｇ）画素から成って緑色を具現する緑色
カラーフィルター（３２０）、及び青色（Ｂ）画素から成って青色を具現する青色カラー
フィルター（３３０）を含む。このような赤色カラーフィルター（３１０）、緑色カラー
フィルター（３２０）及び青色カラーフィルター（３３０）は、ブラックマトリックス（
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２１０、２２０）によって規定される画素領域に形成されて、ブラックマトリックス（２
１０、２２０）に所定の部分がオーバーラップされて形成される。
【００２５】
　また、赤色カラーフィルター（３１０）、緑色カラーフィルター（３２０）及び青色カ
ラーフィルター（３３０）は、ブラックマトリックス（２１０、２２０）によって規定さ
れる画素領域に交互に形成されることができる。
【００２６】
　保護層（５００）は、ブラックマトリックス（２１０、２２０）とカラーフィルター（
３１０、３２０、３３０）上に形成されて顔料イオンの噴出を阻む。このような保護層（
５００）は、絶縁特性を持つ物質で形成することができ、具体的には、ポリイミドで形成
することができる。
【００２７】
　ボールスペーサ（４０１～４０４）は、ブラックマトリックス（２１０、２２０）の上
部に配置される。カラーフィルター（３１０、３２０、３３０）とオーバーラップされて
形成された領域（２１１、２１５、２２１、２２５）のブラックマトリックス（２１０、
２２０）の厚さ（Ｔ２）は、ボールスペーサ（４０１～４０４）が配置される領域（２１
３、２２３）のブラックマトリックス（２１０、２２０）の厚さ（Ｔ１）よりさらに大き
く形成される。
【００２８】
　具体的には、カラーフィルター（３１０、３２０、３３０）とオーバーラップされて形
成された領域（２１１、２１５、２２１、２２５）のブラックマトリックス（２１０、２
２０）の厚さ（Ｔ２）は、ボールスペーサ（４０１～４０４）が配置される領域（２１３
、２２３）のブラックマトリックス（２１０、２２０）の厚さ（Ｔ１）の１．５～４倍位
に形成されることができる。
【００２９】
　例えば、ボールスペーサ（４０１～４０４）が配置される領域（２１３、２２３）のブ
ラックマトリックス（２１０、２２０）を１μｍ位の厚さ（Ｔ１）で形成する場合に、カ
ラーフィルター（３１０、３２０、３３０）とオーバーラップされて形成された領域（２
１１、２１５、２２１、２２５）のブラックマトリックス（２１０、２２０）を１．５μ
ｍ～４μｍ位の厚さ（Ｔ２）で形成することができる。
【００３０】
　これによって、液晶表示装置に振動または衝撃が加えられても、ボールスペーサ（４０
１～４０４）がブラックマトリックス（２１０、２２０）の外部に移動することを防止す
ることができるので、液晶配向がよれて誘発される光漏れ不良を、効果的に抑制すること
ができる。
【００３１】
　また、ブラックマトリックス（２１０、２２０）とカラーフィルター（３１０、３２０
、３３０）の上部を平坦化するためのオーバーコート層を形成する必要がないので、製造
工程段階を効果的に減少させることができる。
【００３２】
　このようなボールスペーサ（４０１～４０４）では、弾性回復力が良いプラスチックボ
ールスペーサを使うことができる。ボールスペーサ（４０１～４０４）としてプラスチッ
クボールスペーサを使う場合、液晶表示装置に加えられる圧力にしたがってプラスチック
ボールスペーサの直径が変わるので、タッチ不良を効果的に抑制することができる。
【００３３】
　また、プラスチックボールスペーサは、液晶の熱膨脹係数に近い値を持つので、高温で
透明絶縁基板（１００）が膨脹しても透明絶縁基板（１００）と共にプラスチックボール
スペーサも膨脹することで、液晶表示装置のセルギャップを一定に維持して、液晶が下部
重力方向に傾く重力不良を効果的に抑制することができる。
　ここで、カラーフィルター（３１０、３２０、３３０）とオーバーラップされて形成さ
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れた領域（２１１、２１５、２２１、２２５）のブラックマトリックス（２１０、２２０
）と、ボールスペーサ（４０１～４０４）が配置される領域（２１３、２２３）のブラッ
クマトリックス（２１０、２２０）との間には、第１角度（θ１）を持つブラックマトリ
ックス（２１０、２２０）の境界領域（２１２、２１４、２２２、２２４）が形成されて
いる。
【００３４】
　具体的には、ブラックマトリックス（２１０、２２０）の境界領域（２１２、２１４、
２２２、２２４）の第１角度（θ１）は、２０゜～１６０゜位に形成されることができる
。また、ブラックマトリックス（２１０、２２０）にオーバーラップされて形成された領
域（２１１、２１５、２２１、２２５）のカラーフィルター（３１０、３２０、３３０）
には、第２角度（θ２）を持つカラーフィルター（３１０、３２０、３３０）の境界領域
（３１１、３２１、３２２、３３１）が形成されている。
【００３５】
　具体的には、カラーフィルター（３１０、３２０、３３０）の境界領域（３１１、３２
１、３２２、３３１）の第２角度（θ２）は、２０゜～１６０゜位に形成されることがで
きる。これによって、インクジェット工程にボールスペーサ（４０１～４０４）が混合し
ているスペーサインク粒子を噴射する場合に、ボールスペーサ（４０１～４０４）の配置
の正確性を効果的に向上させることができる。
【００３６】
　一方、カラーフィルター（３１０、３２０、３３０）とオーバーラップされて形成され
た領域（２１１、２１５、２２１、２２５）のブラックマトリックス（２１０、２２０）
の幅（Ｗ２）は、ボールスペーサ（４０１～４０４）が配置される領域（２１３、２２３
）のブラックマトリックス（２１０、２２０）の幅（Ｗ１）の２／３０～６／３０位に形
成されることができる。
【００３７】
　例えば、ボールスペーサ（４０１～４０４）が配置される領域（２１３、２２３）のブ
ラックマトリックス（２１０、２２０）を３０μｍ位の幅（Ｗ１）で形成する場合に、カ
ラーフィルター（３１０、３２０、３３０）とオーバーラップされて形成された領域（２
１１、２１５、２２１、２２５）のブラックマトリックス（２１０、２２０）を２μｍ～
６μｍ位の幅（Ｗ２）で形成することができる。これによって、開口率を減少させないな
がらも、カラーフィルター（３１０、３２０、３３０）の製造工程マージンを効果的に確
保することができる。
【００３８】
　結局、本発明の実施の形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基板は、ボールス
ペーサ（４０１～４０４）としてプラスチックボールスペーサを使って、ボールスペーサ
（４０１～４０４）の配置の正確性を向上させるとともにボールスペーサ（４０１～４０
４）の移動を抑制することで、重力不良とタッチ不良を抑制しながらスペーサ移動による
光漏れ不良を効果的に抑制することができる。
【００３９】
　以下、本発明の実施の形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造方法に
ついて、図２Ａ～図２Ｅを参照して詳しく説明する。図２Ａ～図２Ｅは、本発明の実施の
形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造工程段階別のそれぞれの断面図
である。
【００４０】
　先ず、図２Ａに示すように、ガラスのような透明絶縁基板（１００）上に画素領域（Ｐ
１～Ｐ３）を規定するブラックマトリックス（２１０、２２０）を形成する。
【００４１】
　ここで、ブラックマトリックス（２１０、２２０）は、クロム（Ｃｒ）やクロム酸化膜
（Ｃｒ２Ｏ３）を蒸着して形成することができ、または、光を吸収する黒色樹脂を塗布し
て形成することもできる。
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【００４２】
　ここで、カラーフィルター（３１０、３２０、３３０）とオーバーラップされる領域（
２１１、２１５、２２１、２２５）のブラックマトリックス（２１０、２２０）の厚さ（
Ｔ２）は、ボールスペーサ（４０１～４０４）が配置される領域（２１３、２２３）のブ
ラックマトリックス（２１０、２２０）の厚さ（Ｔ１）よりさらに大きく形成される。
【００４３】
　具体的には、カラーフィルター（３１０、３２０、３３０）とオーバーラップされる領
域（２１１、２１５、２２１、２２５）のブラックマトリックス（２１０、２２０）の厚
さ（Ｔ２）は、ボールスペーサ（４０１～４０４）が配置される領域（２１３、２２３）
のブラックマトリックス（２１０、２２０）の厚さ（Ｔ１）の１．５～４倍位に形成され
ることができる。
【００４４】
　例えば、ボールスペーサ（４０１～４０４）が配置される領域（２１３、２２３）のブ
ラックマトリックス（２１０、２２０）を１μｍ位の厚さ（Ｔ１）で形成する場合に、カ
ラーフィルター（３１０、３２０、３３０）とオーバーラップされる領域（２１１、２１
５、２２１、２２５）のブラックマトリックス（２１０、２２０）を１．５μｍ～４μｍ
位の厚さ（Ｔ２）で形成することができる。
【００４５】
　また、カラーフィルター（３１０、３２０、３３０）とオーバーラップされる領域（２
１１、２１５、２２１、２２５）のブラックマトリックス（２１０、２２０）と、ボール
スペーサ（４０１～４０４）が配置される領域（２１３、２２３）のブラックマトリック
ス（２１０、２２０）との間には、第１角度（θ１）を持つブラックマトリックス（２１
０、２２０）の境界領域（２１２、２１４、２２２、２２４）が形成されている。
【００４６】
　具体的には、ブラックマトリックス（２１０、２２０）の境界領域（２１２、２１４、
２２２、２２４）の第１角度（θ１）は、２０゜～１６０゜位に形成されることができる
。このようなブラックマトリックス（２１０、２２０）は、ハーフトーンマスクや回折マ
スクを利用するフォトリソグラフィ工程で効果的に形成することができる。
【００４７】
　次に、図２Ｂに示すように、赤色（Ｒ）画素から成り赤色を具現する赤色カラーフィル
ター（３１０）、緑色（Ｇ）画素から成り緑色を具現する緑色カラーフィルター（３２０
）、及び青色（Ｂ）画素から成り青色を具現する青色カラーフィルター（３３０）を含む
カラーフィルターをブラックマトリックス（２１０、２２０）によって規定される画素領
域（Ｐ１～Ｐ３）に形成して、ブラックマトリックス（２１０、２２０）に所定の部分が
オーバーラップして形成する。
【００４８】
　ここで、赤色カラーフィルター（３１０）、緑色カラーフィルター（３２０）及び青色
カラーフィルター（３３０）は、ブラックマトリックス（２１０、２２０）によって規定
される画素領域（Ｐ１～Ｐ３）に交互に形成される。
【００４９】
　ここで、ブラックマトリックス（２１０、２２０）にオーバーラップされる領域（２１
１、２１５、２２１、２２５）のカラーフィルター（３１０、３２０、３３０）には、第
２角度（θ２）を持つカラーフィルター（３１０、３２０、３３０）の境界領域（３１１
、３２１、３２２、３３１）が形成されている。具体的には、カラーフィルター（３１０
、３２０、３３０）の境界領域（３１１、３２１、３２２、３３１）の第２角度（θ２）
は、２０°～１６０゜位に形成されることができる。
【００５０】
　次に、図２Ｃに示すように、ブラックマトリックス（２１０、２２０）及びカラーフィ
ルター（３１０、３２０、３３０）上に保護層（５００）を形成する。このような保護層
（５００）は、絶縁特性を持つ物質で形成することができ、具体的には、ポリイミドで形
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【００５１】
　次に、図２Ｄに示すように、インクジェット工程でボールスペーサ（４０１～４０４）
が混合しているスペーサインク粒子（４１０、４２０）をブラックマトリックス（２１０
、２２０）の上部に噴射する。ここで、ボールスペーサ（４０１～４０４）としては、弾
性回復力が良いプラスチックボールスペーサを使うことができる。
【００５２】
　次に、図２Ｅに示すように、ブラックマトリックス（２１０、２２０）の上部に噴射さ
れたスペーサインク粒子（４１０、４２０）を乾燥させてボールスペーサ（４０１～４０
４）をブラックマトリックス（２１０、２２０）の上部に配置させる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】図１は本発明の実施の形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基板の断面
図である。
【図２Ａ】本発明の実施の形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造工程
段階別のそれぞれの断面図である。
【図２Ｂ】本発明の実施の形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造工程
段階別のそれぞれの断面図である。
【図２Ｃ】本発明の実施の形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造工程
段階別のそれぞれの断面図である。
【図２Ｄ】本発明の実施の形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造工程
段階別のそれぞれの断面図である。
【図２Ｅ】本発明の実施の形態１による液晶表示装置用カラーフィルター基板の製造工程
段階別のそれぞれの断面図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１００　透明絶縁基板、２１０、２２０　ブラックマトリックス、３１０、３２０、３
３０　カラーフィルター、４０１～４０４　ボールスペーサ、５００　保護層
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【図２Ｅ】



(11) JP 4558708 B2 2010.10.6

10

20

30

フロントページの続き

(74)代理人  100111648
            弁理士　梶並　順
(74)代理人  100147566
            弁理士　上田　俊一
(72)発明者  ボンチョル・キム
            大韓民国、デグ、ブク－グ、パルタル－ドン、５２－１、ドサン・チュング・２００２・アパート
            メント　１１３－７０３ホ
(72)発明者  ジュンボム・チョ
            大韓民国、キョンギ－ド、アンソン－シ、コンド－ウップ、メチョン－リ　８８－９
(72)発明者  スンヒョン・イ
            大韓民国、キョンギ－ド、ヨンイン－シ、キフン－グ、トンベク－ドン、オンモク・マウル・デオ
            ン・カンタビル・アパートメント　４１０２－１６０１
(72)発明者  キョヨン・ク
            大韓民国、キョンサンプク－ド、クミ－シ、チンピョン－ドン、ミレ・ジュコン・アパートメント
            　１０４－１０１
(72)発明者  ヒョンジン・ソ
            大韓民国、キョンサンプク－ド、クミ－シ、クピョン－ドン、デウ・プレジオ・アパートメント　
            １０１－１００１
(72)発明者  ダン・クォン
            大韓民国、テジョン、ソ－グ、ウォルピョン　１－ドン、ウォルピョン・タウン・アパートメント
            　１０２－２０５
(72)発明者  ロバート・タフ
            アメリカ合衆国、カリフォルニア州、プリザントン、オーエンス・ドライヴ　６６７０、ライトレ
            ックス・コーポレイション

    審査官  藤田　都志行

(56)参考文献  特開２００１－０３３８１７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－０３８４２０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－１４２８６１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－０７５２８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０５９０５５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３３５　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３３９　　
              Ｇ０２Ｂ　　　５／２０　　　　



专利名称(译) 用于液晶显示装置的滤色器基板及其制造方法

公开(公告)号 JP4558708B2 公开(公告)日 2010-10-06

申请号 JP2006350439 申请日 2006-12-26

[标]申请(专利权)人(译) 乐金显示有限公司
日本真空技术株式会社

申请(专利权)人(译) Eruji飞利浦杜迪股份有限公司
ULVAC，Inc.的

当前申请(专利权)人(译) Eruji显示有限公司
ULVAC，Inc.的

[标]发明人 ボンチョルキム
ジュンボムチョ
スンヒョンイ
キョヨンク
ヒョンジンソ
ダンクォン
ロバートタフ

发明人 ボンチョル·キム
ジュンボム·チョ
スンヒョン·イ
キョヨン·ク
ヒョンジン·ソ
ダン·クォン
ロバート·タフ

IPC分类号 G02F1/1335 G02F1/1339 G02B5/20

CPC分类号 G02B5/223 G02B5/201 G02F1/133512 G02F1/133514 G02F2201/48

FI分类号 G02F1/1335.500 G02F1/1335.505 G02F1/1339.500 G02B5/20.101

F-TERM分类号 2H048/BA02 2H048/BA11 2H048/BB01 2H048/BB06 2H048/BB08 2H089/LA07 2H089/LA16 2H089
/LA19 2H089/NA07 2H089/QA02 2H089/SA01 2H089/TA05 2H089/TA12 2H091/FA02Y 2H091/FA35Y 
2H091/FB02 2H091/GA07 2H091/GA08 2H091/GA16 2H091/KA04 2H091/LA09 2H091/LA30 2H148
/BB01 2H148/BB02 2H148/BD11 2H148/BD14 2H148/BD15 2H148/BE38 2H148/BE39 2H148/BG02 
2H148/BH02 2H148/BH03 2H189/DA04 2H189/DA32 2H189/EA02X 2H189/FA09 2H189/FA17 2H189
/HA05 2H189/HA14 2H189/LA14 2H189/LA15 2H191/FA02Y 2H191/FA14Y 2H191/FB02 2H191/GA10 
2H191/GA11 2H191/GA22 2H191/KA05 2H191/LA09 2H191/LA40 2H291/FA02Y 2H291/FA14Y 2H291
/FB02 2H291/GA10 2H291/GA11 2H291/GA22 2H291/KA05 2H291/LA09 2H291/LA40

代理人(译) 英年古河
Kajinami秩序
上田俊一

优先权 1020060055577 2006-06-20 KR

其他公开文献 JP2008003552A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d5595b5c-c061-4b5f-a784-c44189845993
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038861276/publication/JP4558708B2?q=JP4558708B2


要解决的问题：提供一种用于液晶显示装置的滤色器基板，其可以抑制
重力缺陷和触摸缺陷，并提供一种制造该滤色器基板的方法。
ŽSOLUTION：用于液晶显示装置的滤色器基板包括黑色矩阵
（210,220），滤色器（310,320,330）和球间隔物（401至404），其中
黑色矩阵的厚度在其中的区域中形成为与滤色器重叠的黑色矩阵大于设
置有球间隔物的区域中的黑色矩阵的厚度。Ž


